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                 '第   1  表
                             In Waヒer free Substance
   Nitrogcn Distribution    A     B    C                             A     B     C
              _%.三 一_% 一_%  _%_・一%二_∬6
   M。istuτe      g・550  6・120  6・270  -   一   一
   Total-N           7・303   7・717   7・SO8   8。080   8.2?ρ   8・330
   1nsoluble in HCl N   O・077  0・078  0・085  'O.085  0の83  0・091
   SQluble in HCI N    7.230  7.636  π22  7.993  8.134  8.239
   AmmoLia-N         O。744   0.762   0.750   0.822   0.S10   0・300
   11umin・N         {1.460  0.435  0.377  0.509  、0.463  '0.402
   TotAレN in fom玉of bases  1.904   2.242   2.521   2.105   2.388   2.690
   Amino.N in bases     O.745   0.867   0.975   0.824   0.924   1.040
   Arginine-N           1・544   1・668   1・772   1・707   U77   1・90
   Histinbie-N          〔}・174   0.185   0.324   0.188   0.197   0.346
   Lysine・N          O・177   0.324   G・352   α191   0。345   0・376
   Cystlne-N          O・026   0.064   0・073   0・029   0・069   0・078
   Tota1-N in負1t, of bases  4.〔,95   4.176  4,023   4.527   4.448   4.292
   Amino N in non bases   1.716   1.676   1.600   L854   1.7δ5   1.707
   Sum藤           7.203   7.615   7.671   7む63   8.109   8.184・
        夢"Sum厚 はAmmonia・N, Humin-N, Toral-N iu form of bases
         及 びTota1-N in filtrate from basesの 合 計 で あ る・
                    (33)
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異を生 寄べ しと考へ下記ノ)如く長期聞貯蔵 ピる試料1こつき分析 を行 ぴ,別 に叉適當なる條件の
下にて温度及び滉度 を高めて短期間、こ攣質を起 さしめたる脆脂大豆につv・ても同様の分析 を行
って筆者の豫想を確め脱脂大豆蛋白は貯藏中に溶解性 を鍵化するばか りでな く窒素の形態をも
愛化することを明 らかになし得たが故に以下報告する次第である。
              B・ 賓験 成績 並び に 考察
  實   験 1・
 貯藏7)條 件と異にする下記3種 の試料につ き窒素の形態 をVan Slyke法 によ り定量比較 し
た.
 a實 験材料
 前報告",に 記載せる3種1)試 料A,B及 びCを 夫々同記載の條件の下に昭和14年6月 よ り11月
に至る180日 間貯蔵し分析 に供 した.
 b 分析方法及び分析結果
 碑粉 せる試料5.0009を20%HC1に て24時間加水分解 しVan Slyke法 によつて分析 した.そ の
分析結果 は第1表D通 りで ある.
  實   験 H                 第2表         ㌻
試鞭3α'に 於てその澱 ノ噺01黒 醐 輔 試 料 N N N(槻
度 中 に 放 置 し た 場 合rτ 起 る全 窒 素 量,  _Hrs.__g__mg__%_一%_
Ammonia-N, Humln-N, MonoaminG-       0.2632  19.72  7,495
N及びD画m・ …N纏 化… 絞し Ol製ll:1:;:lll 749〔1
た ・この場 合防 腐滅 菌の 目的 を以て豫
                        0.2985    22.O(う    7。391         '
め少量 の トルオ ール及び'ク ロロフ才ル   24  0.2858  21.12  7.388  7.391
ムを容器 中て加 へて置v、だ.          0.2575 19.04  7.393
 a. 全窒素量                                    0.3131    22.δδ     7.2り7
 細粉 とせ る試料 噂0.2～0.39を 正確に  24×2  0・2524 18・42  7・296  7603
                        0.243δ    17.81     7.315秤 量
し)飽 和漁度 (3α℃) 刺 で保 ち ●
塒 間毎・こその1部 ㈱ 分析・供し,、 .31:;lll ll:ll l:lll。28、
た・その結 果 は第2表 の通 りであ る・      0.2913 21.23  7,287
 b.窒 素 フ)形態                0。2722 19.41  7.143
 上 と同一の試料 を5.000g宛5個 秤量  24×4 0・3116 22・28  7・149  7・143
                        0.3055    21.80    7.136し同 じく飽和漁度(30℃)中 に保 ち
)
24時 間毎 てその内の1個 宛取 り出 し之 を20%HCIに て24時 間 加水分 解 し,そ の中のAmmonia
N,Humin-N, Mono呂mino-N及 びDiamino・N量 を定量比較 して第3表 を得 た.
 躰昭和1{年U月 豊年製油隊式會辻にて製造後約ω日纏過せる極めて新鮮なる材料・
                   爬34)
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    藤 間T・ …NAm・dひNH・m・ 応NIM。_m・ 。かND・ 、面N・ 。㎡
   _H・ 鼠__mg__mg__mg」 mg__mg_-mg( )_
     0       387.6     35.85     5,30        194.0        154.2      389.4
     24      370.5     36.75     5.45        202.0       馳130,0      374.2
    24×2     365.4     37。70     5。85   「   211β        1124      367.( )6
    24×3     361.2     40.30     6.22        215.0        100.5      362.( )0
    24×4     357.0     4工.72     6.50        219.2        89.1      356.5
 以上 の實験結果 の如 く睨脂 大豆 を長期間貯藏 すれ ば僅 か乍 ら全 窒素量が減 少 するばか りで な
く蛋 白中の窒素 の形態 の上 に も攣化 を生 するこ とは第1表 に示 す通 りであ る.こ の攣化 は同様
の試料 と適 常な る温 度,漁 度に保つ ときは急速 に進行 しその攣化 を明瞭 に知 るごとが出來 る・
即 ち第2表 及び第3表 の如 くで ある.
 少 し く筆者 の實 験結 果 と相違 があるが類 似の攣化 が大豆 の稜芽 の場合 に起 る ことを既 に小松
及淘等〔りも獲 見 して居 る.帥 ち氏 等の實験 結果 に於ては獲芽 に よつ て全窒素量、Hum三n-N,
Monoamino。N及 びP三amino・Nが 減 少 しAmmonia・Nは 増加 した.
 倦 て斯様 なる攣 化は言 ふ まで もも く大 豆に含 まれ て居 る種 々な る蛋 白攣質酵素 の作用で ある
ことは疑0・ なV・・上表 ノ)敷値 はそれ等相 關聯 タる種 々な る酵素 の作 用 の総 和的 の結 果 を分析 に
よつ て現t得 た る ものに過 ぎなV・.
 大豆蛋 白の攣 質に關與 ダる酵 素の種 類並びに酵素 反懸の機構 に就 ては引綾 き研究 を進 めて居
る次 第 であ る.                     '         ・
                c,要     約
 1 新鮮 な る睨 脂大豆 を次 の條件
    C 密 栓 冷 藏(氷 室)    .
    B 密 栓 常 温 貯 藏
    A 開 栓 常 温 貯 藏
にて6月 よ り11月 に至 る6個 月間貯藏 し」各につ き蛋 白中の窒素 の形態 を比較 した.そ の結果
に よればAmmonia-N, Humin-N及 びMonoamino-N量 はCよ りB, Bよ り更にAが 壇加 の傾 向
を示 し)こ れ と反蜀 に全 窒素 量」Diamino-N並 びにその 内に屡 す るArginille,Histidine,Lysine
及びCysdne等 のア ミノ酸 量は減 少の傾 向 を示 した.即 ち貯藏 中蛋 白が次 第 に攣質 し,窒 素 の
形態 の上 に も攣 動 を生 じ,そ の攣動 は温度及び漁度の加 は ることによつ て更に促 進 され ること
を指摘 した.
 2 脆 脂大豆 を飽 和水 蒸氣(30nC)中 に放置 して一定時 間毎 に取 り出 しAmmonia-N, Humin・
N,Monoamino-N及びDiamino・N量 を定量比較 した・その結果 は長期間貯藏 中に起 る攣 化
  oAmide-N, Humin-N, Monoamino-N及 びDiamino-Nの 合計.
                    (35)
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と同檬 の傾 向 を極 めて顯著 に示 す ことが田來た.
 絡 りに臨 み本 研究 を行ふ に當 り御懇篤 な る御指導 を賜 りた る恩 師京都帝 國大學 教授近藤 金助
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